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石 河 英 夫 先 生 の35年
早 見 弘
〆
石河英夫先生は,明 治43(1910)年5月小樽市稲穂町に生まれた。生家は
鳥取県出身で,履 物卸売商を営み,現 在も御兄弟が駅前通 りに店舗を構えて
お られる。先生の生年は,ち ようど第五高等商業 としての小樽高商が,そ の
設立決定をみた年にあたる。北辺の商都小樽に,実 業界の指導的人材を育成
する目的をもつ小樽高等商業学校 とともに生まれた先生は,在 職35年,緑丘
生活38年の長きにわた り,戦前戦後を通ずる数少ない緑丘人 として,そ の歩
みを始め られた。
小樽市稲穂小学校,道 立小樽商業学校をへて,昭 和4(1929)年4月,小
樽高商に入学。世界的不況のさなかにあっても,当 時の校長,伴 房次郎先生
の もとで,高 等商業であ りなが らも,脱 高商的 ムー ドで過 ぎた3ヵ年であっ
た。昭和5年 の暮に,か って 「新講堂」 と呼ばれた620番棟が新築され,先
生三年生の昭和6年 には,ゼ ミナール制度が設け られ,経 営 ・会計専攻の糸
魚川祐三郎教授の初めてのゼ ミナ リステンとして参加 した。昭和7年 高商卒
業 とともに東京商科大学学部へ進学され,高 瀬荘太郎博士のもとで会計学を
勉ばれた。東京商大時代印象に深かった講義は,井 藤半弥教授の 「財政学」
であった とい う。 井藤半弥先生はその頃 財政学に 目的論的 方法論を導入 さ
れ,社 会価値説の体系化に腐心 されていた時であ り,そ の苦心が学生にも伝
わ ったのであろう。 井藤半弥 教授に よる感銘は,の ちに先生が 「工業経済
学」を担当された とき,マ ックス ・ウエーバーへの接近に生かされていた。
一橋時代に一年間だけであったが剣道を習われたのが,石河先生唯一のスポ
ーツ歴 となった ようである。
東京での三年間の遊学中も,日 本の世相は 決 して平穏な ものでは なかっ
た。昭和7年5月15日,い わゆ る5・15事件には じま り,海 外では上海事変,
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国内では金融恐慌にみまわれて,「大学は出たけれ ど」 就職の機会は決 して
多 くはなかった。そ うしたなかでも,昭 和10年3月卒業 とともに,鐘 ヶ淵紡
績株式会社に入社,大 阪淀川工場に勤務することができた。紡績界の名門 と
いわれた会社ではあったが,月 給30円,'当時の大学卒の平均初任給50円に比
べ るとひどく低かった。多数の女工の給与や労働条件にいたっては,細 井和
喜蔵氏が述べた 『女工哀史』の実状そのままであった。他方では,会 社は株
主に二割五分の高率配 当を行なってお り,石河青年の正義感は痛いほどまで
刺激された。一年ほど勤めてのち,自 ら断絶を宣告するかのように鐘紡を退
社,一 時東京に止まったがやがて郷里小樽へ もどり,家業に従事することに
なった。そのころ,い ち早 く外国にチ ヱーンス トアなる経営組織があること
を知 り,業容の拡大に手助けされたとい う。
!
昭和13年のあ る 日,恩 師糸魚川祐三 郎先生 の来訪 を うけ,母 校小樽高商 の
教官にな らぬか と勧誘 され た。そ の頃,教 師 と して また研究者 と して学界 に
入 る ことは,先 生の志 す ところではなか った が,再 三 の懲愚 もだ しがた く,
同年11月嘱託 と して就 任,「 商工経営」 担当 の教師 として第一 歩を踏み出 さ
れた。28歳の時 であ る。
明けて14年1月,室 蘭市在住 の医師令嬢,小 幡起美 さん と結婚 され た。石
河夫人起美 さんは,筆 者 の学生時代か ら,か って 「ミス室蘭」であ った とい
う伝 説があ った。それ はた しかに,多 感な高商 生をす ぐに も信 じ込 ませ るほ
どの,根 拠あ る美貌 に もとついていた のであ るが,実 際の ところはそ うでは
ない。戦 前の昭和で も,現 在で い う 「ミス ・コンテス ト」 はあ った。 だが殆
どこの種 の コンテス トは,紅 灯 の女給 さんたち の誌上品評会 であ って,今 で
い うそれ とは大 きな違 いがある。 とはいえ,「 ミス室蘭」 の根拠 もあながち
皆無 とい うわけで もない。 なぜ な ら,土 地のあ るジ ャーナ リズムの発行に よ
る,r令 嬢名鑑』 には,医 師の息女 と して小幡起美 さんの記事が掲載 され たノ
とい うことだか ら。,
ともあれ,新 婚 の夢 のさなか の14年4月,先 生は教授 と して 「本採用」に
な った。 月給 は恐 らく鐘紡 のそれ よ りも高か った と思 われ る。 しか しなが ら
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戦争の拡大とともに,先 生の研究環境は決 して恵まれてはいなかった。 とく
に太平洋戦争に入 ってか らは,就 学年数の短縮に よって戦場へ向った学生,
勤労動員とい う名前で農村や飛行場建設,軍 需工場へ働きに出た学生など,
学校に席を温める時間が少な くなっていった。教官 もまた監督 とい う仕事で
学生とともに出動することになる。19年6月,札幌郊外で飛行場建設のため
動員中,石 河先生にも召集令状がきた。帯広市に駐在の高射砲第26連隊に入
隊,34歳の石河一等兵は,高 射砲一門の操作班と して汗を しぼ られた。兵舎
ではかっての教え子の青年将校か ら,慰 さめ られた り休息の時を世話された
りしたこともあったとい うが,幸 いに して3ヵ 月で召集を解除 され,学 生の
少な くなった小樽に もどることができた。 とはいえ,再 び勤労動員で学生 と
ともに群馬県大田市郊外の中島飛行機工場に出向かなければな らなかった。
この年,「商業」 とい う言葉が戦時下ではふさわ しくないとい う理由で,小
{
樽高等商業学校は,小 樽経済専門学校に改称 させ られた。
明けて20年2月には,現 在旧短大校舎の下隣 りにある官舎に一家とともに
移転。学校の近 くに居住するため,空 襲警報のたびごとに,校 長室の金庫に
納め られていた天皇 ・皇后両陛下の御写真を奉持 して,防 空壕に避難する役
目を果たされた。
20年8月,敗戦に よる戦前 ・戦中の価値序列の崩壊は,小 樽経済専門学校
にも校長排斥事件 となって現われた。苫米地英俊校長の辞任にともない,浜
林生之助教授の校長事務取扱い,21年5月復員間もない大野純一教授の校長
任命,24年5月小樽商科大学の設置と続 く戦後の数年間は,イ ンフレと食糧
事情の悪化のなかで新 しい教育体制への脱皮の時代であった。 この過程で石
河先生はまず教務部付き教官 として,学 内行政に参画を求め られ,大 学昇格
の準備のYcめにも大野先生を助けて奔走され ることになった。24年7月7日
商大開学式のために,折 か ら函館市に来訪中の恩師,文 部大臣高瀬荘太郎氏
を迎えに出むかれた りした。
大学になってか らの担当科 目は 「商業簿記」 と 「工業経済学」であった。
私が講i義を うけたのもこの二科 目であったが,中 学卒の一年生が借方 ・貸方
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の仕訳 けか ら始 まって,財 務諸表 の作成 にいた るまで,つ いに な じみに くい
感覚ですぎて しまった。ただ高声 とガリ版刷 りのテキス トで講義 されたこと
だけを覚 えてい る。試験成績は 「可」 であった。四年生にな って聞いた 「工
業経済学」では,雇 用 と失業,技 術進歩の経済学 が中心であ った ように思 う
が,こ の ときには実 の ところあ ま り出席 しなか った。試験ではジ ョーン ・ロ
ビンソンの 「技 術進歩の分類」 をやや バ ッタ リ的に書 いて,「 優 」を も らっ
た ことを記憶 している。
講義す る側 の石河先生に とっては,最 初 の担 当科 目 「商工経営」い らい,
関心はむ しろ辱工業経済学」にあったように思われる。 「航空機エ業と中小
企業」(昭和19年9月),「日本に於ける工業化過程の反省」(21年6月),「技
術的進歩と失業に関する一考察」(23年11月),「技術進歩 と国民所得」(25年
3月),「生産力の進歩 と失業」(26年1月),「技術的進歩の本質 と作用」(27
年6月),こ の一連の論文のなかで,代 替の弾力性と所得分配の関係,工 業
化過程におけるホフマン法則の発見など,現 在,経 済成長理論,生 産関数論
などで中心となっている分析方法を詳細に追求 してお られる。もし石河先生
に時を与え,近 代経済理論 と数学の習熟に心がけたならば,本 学の 「工業経
済学」は授業科 目中の 「目玉商品」 となっていたに相違ない。
他方 「商業簿記」の担当な らびに木村重義教授の転出後担当された 「会計
学」,「監査論」についても,著 者 「商業簿記要論」(昭和27年6月,お茶の
水書房),「ペイ トン教授の企業評価論」(28年9月),「企業利益の測定につ
いて」(30年6月),「企業会計における財政状態の概念」(36年8月),「引当
金の本質と設定条件」(40年12月)など,こ れまた着実な研究を重ねてお ら
れる。昭和31年10月より39年9月にいたる8年 の間,学 生部長の激職を兼ね
られた うえでの講義と研究であるか ら,一作ごとのご苦労は察 して余 りある
のがあろ う。
8年間の学生部長か ら開放された とき,石 河先生 はも う54歳になってい
た。黒 々としていた頭髪もいつ しかめっき り白髪がふえてきた。大きな声で
話 され るのは変わ りはなかったが,教 授会での発言も少な くなった。42年に
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は,多 年の苦労をねぎらうかのように,1月 にはアメリカ統治下の琉球大学
へ1ヵ 月の会計学講義に招かれ,ま た9月 か らは3ヵ 月にわた り,文 部省海
外出張によってアメリカ,ヨ ーロッパ各国へ旅行 された。帰国されてか らも
大学行政は しば しば石河先生の出馬を要請 しなければな らぬ機会があった。
短期大学部の主事,そ してあの44年4月か ら8ヵ月にわたった大学紛争では
その終幕の 「大衆団交」に大学側委員の一人 として学生 と対峙 しなければな
らなか っ福
それか ら5年 たった昭和49年2月19日,定年退職の日を1ヵ 月後に して,
石河先生は新築校舎210番教室に最終講義のため登壇 した。大教室を埋めた
学生を前に会計学発展の契機 となった歴史的事件の経過を語 りなが ら,会計
実務を理論対象とする学問の性格を説いて行った。終末を結ぶにあた り,先
生はマ ックス ・ウエーバー 『職業 としての学問』 の一節を引用され,「学問
の場合では,自 分の仕事が10年たち20年たちまた50年たつ うちには,や がて'
時代遅れになるとい うことは誰もが知っている。……学問上の達成は常に新
しい 「問題意識」を意味する。それは他に よって 「打ち破 られ」時代遅れ と
なることをむ しろ自ら欲するのである。」(岩波文庫版,31頁)と結ばれた。
この緑丘か ら,石 河会計学を時代遅れとす る後進の現われることを期待 して
満場の拍手を背に,35年の長きにわたる教壇を降 りていかれた。実方学長の
送別の言葉に,石 河先生の多年の労苦をねぎらったほか,学 内行政への参画
を述べた一節があったが,高 商 ・経専 ・商大を通 じて,緑 丘学園の転機 とな
った制度改革の一つ一つに,石 河先生の息がかか らぬ ものは一つもないとい
えるであろう。 しか しなぜか先生はそれについて多 くを語 らない。それは最
終講義の少 し前,厳 冬の吹雪のなかで忽然 と消えて行った旧校舎とともに,
時代の役割を終えて しまったのだ,と い うように。
(昭和49年2月21日)
